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スタッフ：教授　文学部所属：米山忠興（天文学、天文学実習講義、自然科学概論、自
然科学演習；天体物理学、日本数学史）　経済学部所属：清田佳美（物質の科学、自然誌、
化学実験講義；化学工学、高分子科学、吸着科学）、鈴木孝弘（環境の科学、物質の科学；
環境科学、計算科学、環境経済）、手塚洋一（自然の数理、生活と物理、数理・情報実習
講義；理論物理学）、経営学部所属：室山泰之（生物学、生物学実験講義；生態学、行動学、
野生動物管理学）
准教授　経済学部所属：澤口　隆（地球の科学、地球科学実習講義、自然科学演習；構造
地質学、教育工学）、西村光史（地球の科学、エネルギーの科学；岩石学、火山学）　経営
学部所属：越智信彰（生活と物理、地球の科学、物理学実験講義；エネルギー環境教育、
理科教育、宇宙線物理学）、関　勝寿（環境の科学；環境科学、土壌水文学）
第 4 回：1 月 24 日（金）18：10 ～　１号館地下２階自然科学実験室
澤口 隆「マントル構造地質学　 －ミクロとマクロの接点－」
　地球内部の地震波速度の方位異方性は、上部マントル主要構成鉱物であるかん
らん石（および斜方輝石）の結晶格子定向配列に起因すると考えられており、こ
うした大規模な異方性やその構造からマントルのテクトニクスを研究する学問
は「マントル構造地質学」と呼ばれている。本セミナーでは、最近のかんらん石
ファブリック研究をレビューし、北海道日高変成帯に産出する幌満かんらん岩の
EBSD を用いたかんらん石変形組織とファブリックの関連について議論をした。
第 5 回：4 月 25 日（金）18：10 ～　１号館地下２階自然科学実験室
関勝寿「ストラスブール大学の土壌物理・水文学研究」
　一次元不飽和土壌の水分移動は、非線形微分方程式（Richards 式）で記述で
き、有限要素法で計算する。土壌水分量や土壌水の圧力の測定データから、土壌
の不飽和水分移動パラメータを逆解析で推定することができる。ストラスブール
大学で開発されたマルチスケール法は、成層土壌に対する逆解析を土壌が均一で
あるという条件から段階的に成層の数を増やしてパラメータを決定する手法であ
る。2013 年度海外特別研究では、ストラスブール大学の研究チームとの共同研
究で、この手法をインドネシアの森林土壌に対して適用した。
第 6 回：5 月 30 日（金）18：10 ～　１号館地下２階自然科学実験室
手塚洋一「BEH 機構と LHC の実験」
東洋大学自然科学研究室彙報
（平成 26 年 1 月～ 12 月）
自然科学セミナー
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　ゲージ不変性とカイラル対称性をもつ標準模型で記述される構成粒子（ディ
ラック粒子）とゲージボソン（ベクトル粒子）はともに質量を持たないことが要
求される。これらの粒子が実験的に観測される質量を持つように導入されたのが
BEH 機構（ヒッグズ機構）である。この機構を説明し、LHC の ALICE,CMS で
行われたヒッグス粒子の発見ついて解説した。
第 7 回：6 月 27 日（金）18：10 ～　１号館地下２階自然科学実験室
神山宣彦「石綿関連疾患と石綿小体・石綿繊維：石綿肺がんの認定に寄与する肺
内ばく露指標」
　石綿関連疾患のうち、中皮腫は石綿ばく露に特異的だが肺がんは種々の要因
があり石綿に特異的でない。石綿肺がんは、肺がん死亡者数約７万人 / 年のうち
2000 ～ 3000 人程と推定され、かつ臨床的に特徴がないため、発見が難しい。そ
うした石綿肺がんに対して策定された認定基準の科学的根拠と経緯および内容等
を紹介した。
第 8 回：7 月 25 日（金）18：10 ～　１号館地下２階自然科学実験室
谷川清隆 ( 国立天文台 )「七世紀：日本天文学のはじまり」
　日本書紀の七世紀の８つの巻（推古紀、舒明紀、...、 持統紀）に天文記録が
３１個ある。この記録が、実際の観測に基づくかどうか、そして日本の観測であ
るかどうかを吟味し、たしかに日本に職業的な天文観測者がいたことを確認する。
歴史家による日本書紀の巻分類（α群とβ群）に合致して、β群にのみ観測記録
がある。天文学の結果が歴史学と強く結びついていることがわかったことを講演
で紹介する。
第 9 回：10 月 27 日（月）18：10 ～　１号館地下２階自然科学実験室
熊谷英憲 ( 海洋研究開発機構 )「海底下地質調査と鉱物資源探査」
　厚さ 4km の海水に覆われた海底のさらに下位である海底下を調査することは
見えないものを見えるようにする可視化技術の助けも借りた、想像と創造の産物
ともいえます。にわかに脚光を浴びた海底鉱物資源の探査は、そのような大胆な
想像力を以て、重機械を動員する土木工事のような不思議な世界であることをご
紹介します。
第 10 回：11 月 28 日（金）18：10 ～　１号館地下２階自然科学実験室
西村光史「姶良カルデラ噴火のマグマ溜まり滞留時間」
　姶良カルデラ噴火の噴出物（大隅降下軽石・入戸火砕流堆積物）を系統的に採
取・分析することにより、噴火前のマグマ溜まりにおける化学組成・温度・結晶
量の空間分布を明らかにした。熱物質輸送モデルに基づく数値計算の結果、これ
らの分布が再現されるのは、マグマ溜まりの滞留時間が 400 年程度の場合である
ことが明らかとなった。
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第 11 回：12 月 19 日（金）18：10 ～　１号館地下２階自然科学実験室
室山泰之「東洋大学川越キャンパス「こもれびの森」における中大型土壌動物相
－予備的報告」
　青木 (2005) は「土壌動物の多様性は、生物多様性を映す鏡」と述べています。
そこで、東洋大学川越キャンパス内にある「こもれびの森」における土壌動物相
を明らかにするために、実験講義を兼ねた予備的調査を行なったので、その結果
を報告します。
越智信彰（2014）
1) Long-term measurement of the night sky brightness in Japan using Lightmeters: 
2009-2012 data. Journal of Toyo University Natural Science, 58, 1-12, 2014. (Nobuaki 
Ochi, Gunther Wuchterl)
2) A Trial of Physics Education for Liberal Arts Students Using the Advancing Physics. 
JPS Conference Proceedings, 1(017021), 1-4, 2014. (Nobuaki Ochi)
1) Estimation for primary energy spectrum by considering iron nuclei with a mini 
array method. 18th International Symposium on Very High Energy Cosmic Ray 
Interactions. Geneva, Switzerland. August 18, 2014 (H. Matsumoto, A. Iyono, I. 
Yamamoto, K. Okei, S. Tsuji, T. Nakatsuka, S. Ohara, N. Takahashi, N. Ochi)
2) 光害を多面的に学ぶ小学校環境教育プログラム . 日本理科教育学会第 64 回全国大会 . 愛
媛大学 . 2014 年 8 月 23 日 ( 越智信彰 )
3) An environmental education program for elementary school students using various 
aspects of light pollution. 2nd Artificial Light at Night (ALAN) Conference. Leicester, 
UK. September 4, 2014 (Nobuaki Ochi)
1) 『国際ダークスカイ協会と夜空保護区認定制度について』. 竹富町観光協会「星空を観
光資源にするための会」. 竹富町子午線会館 . 2014 年 2 月 28 日
2) 『光害の調査と啓発について』. 夜空の明るさ研究会 . 横浜ワールドポーターズ . 2014
年 4 月 29 日
3) 『星空をまもる話』. 北区環境啓発事業「星空のお話とプラネタリウムづくり」. 北区滝
野川会館 . 2014 年 7 月 29 日
4) 『身近な環境問題「光害」って何だろう』. 東大和グリーンカレッジ環境講座 . 東大和
市南街公民館 . 2014 年 10 月 18 日
5) 『身近な環境問題「光害」って何だろう』. 彩の国環境大学修了生の会平成 26 年度公開
1.　論文
2.　学会発表
3.　講演
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講演会 . 埼玉県男女共同参画推進センター . 2014 年 11 月 1 日
1) 日本物理教育学会　評議員
2) 日本照明委員会　第４部会委員（兼 国際照明委員会 TC4-21 委員）
1) 八重山日報「夜空保護の取り組みを ― 八重山で協会が調査」（活動内容紹介）2014 年
3 月 4 日掲載
2) 八重山毎日新聞「石垣島の夜空を称賛 ― ダークスカイ保護区に」（活動内容紹介）
2014 年 3 月 5 日掲載
3) 文化放送「いとうせいこう GREEN FESTA」（活動内容紹介）2014 年 4 月 14 日放送
4) （株）五藤光学研究所広報誌「プラネタリウムジャーナル」vol.23（インタビュー・研
究室紹介・活動内容紹介） 2014 年 4 月 30 日
5) 照明学会「研究室紹介：東洋大学経営学部越智研究室」照明学会誌 Vol.98 p.324（活
動内容紹介）2014 年 7 月
6) 新宿コニカミノルタプラザ特別企画展「ナミブ砂漠に広がる星空展」（制作協力）2014
年 11 月 1 ～ 24 日
7) 日本テレビ「People Magnet TV」（インタビュー）2014 年 11 月 7 日 Web サイトに公
開
8) iOS, android アプリ「Loss of the Night」（日本語版制作協力）2014 年 11 月配信
澤口　隆（2014）
1)  震源可視化アプリケーション HypoViewer の開発 . 東洋大学紀要自然科学編 , 58 : 13-
32.
2)  HTML5 版小惑星・彗星軌道ビュワ （ーOrbit Viewer）の開発 . 東洋大学紀要自然科学編 , 
58 : 33-46.
3)  経済学講義の理解度向上を目指したオンライン・リアクションペーパーの開発と実践 . 
経済論集 , 40 巻 2 号 : 13-32.（巽靖昭・澤口隆）
1)  外部開発教材を活用した経済学部・推薦入学生に対する入学前 e ラーニング教育．私
立大学情報教育協会平成 26 年度教育改革ＩＣＴ戦略大会 , アルカディア市ヶ谷 , 2014
年 9 月 5 日（児玉俊介・澤口隆）
2)  バックグラウンド稼働クリッカー（bgClicker）の開発と実践活用．私立大学情報教育
協会平成 26 年度教育改革ＩＣＴ戦略大会 , アルカディア市ヶ谷 , 2014 年 9 月 5 日（澤
4.　学会における活動
5.　メディア関連、その他
1.　論文
2.　口頭発表
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口隆・巽靖昭）
1)  Web-Based Visualization of Earthquake Hypocenters: HypoViewer2. 7th 
International Conference on Geoscience Education．Hyderabad, India. 2014 年 9 月 5
日
1)  日本地質学会ジオパーク支援委員会　委員
2)  平成二十七年度国家公務員採用総合職試験（大卒程度試験）試験専門委員
関　勝寿（2014）
1) ストラスブール大学の土壌物理・水文学研究 . 東洋大学自然科学セミナー , 東洋大学白
山キャンパス , 2014 年 4 月 25 日 ( 関勝寿 )
2) マルチスケール法による土壌水分変化からの土壌水分パラメータの推定 . 平成 24 年
度農業農村工学会全国大会 , 新潟県朱鷺メッセ , 2014 年 8 月 27 日 ( 関勝寿 , Philippe 
Ackerer, François Lehmann)
3) Estimation of hydraulic parameters with multi-scale parameterization method. 土
壌水分ワークショップ 2014, 東京工業大学田町キャンパスビル , 2014 年 11 月 29 日 
(Katsutoshi Seki, Philippe Ackerer, François Lehmann)
西村光史（2014）
1) 小豆島にみられる苦鉄質マグマと花崗岩由来結晶の混合・混交過程：局所微量元素・
同位体分析からの制約 . MAGMA 96, 45–55, 2014 ( 西村光史，柴田知之，吉倉伸一，
芳川雅子，昆　慶明，高木哲一 ).
2) 共存する２種のマグマ間の結晶移動による微量元素組成変化モデル，東洋大学紀要　
自然科学篇，58, 47–56, 2014 ( 西村光史 ).
3) Lithium and strontium isotopic systematics in playas in Nevada, USA: constraints 
on the origin of lithium, Mineralium Deposita, 49, 371–379, 2014 (Araoka, D., 
Kawahata, H., Takagi, T., Watanabe, Y., Nishimura, K., Nishio, Y.).
4) 中央構造線沿いに湧出する高塩分泉の起源 - プレート脱水流体起源の可能性について
の水文化学的検討 -. 日本水文科学会誌 , 44(1), 17–38, 2014（網田和宏，大沢信二，西
村光史，山田誠，三島壮智，風早康平，森川徳敏，平島崇男）.
3.　ポスター発表
4.　社会的活動
1.　口頭発表
1.　論文・著書
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1) 小豆島にみられる苦鉄質マグマと花崗岩由来結晶の混合・混交過程，日本鉱物科学会，
熊本，2014 年 9 月　( 西村光史・柴田知之・吉倉紳一・芳川雅子・昆　慶明・高木哲一 )．
2) 中央構造線沿いに湧出する高塩分泉の起源 − プレート脱水流体起源の可能性について
の水文化学的検討 −，日本地球惑星科学連合大会，横浜，2014 年 5 月（網田和宏，大
沢信二，西村光史，山田誠，三島壮智，風早康平，森川徳敏，平島崇男）．
清田佳美（2014）
1) Seida, Y., Influence of salinity and pH of solution on partition coefficient of ion at 
solution-charged media interface, 東洋大学紀要自然科学編，58 号，pp.57-66(2014)
2) 清田佳美 , QCM−A を用いたゲルの特性評価，ゲルテクノロジーハンドブック～機能
設計・評価・シミュレーションから製造プロセス・製品化まで～ , 第 2 編 ゲルの解析・
評価 , 第 2 章 , NTS Inc., pp.292-297 (2014) 東京
3) 清田佳美，中野義夫，感温型高分子ゲルによる温度スイング吸着分離プロセス，ゲル
テクノロジーハンドブック，第 4 編 ゲルを使う：プロセス・システム化 , 第 2 章 物質
分離・生産 , NTS Inc., pp.549-555(2014)　東京
4) 清田佳美，吸着分離プロセス設計・開発・最適化と支援ツール，分離技術会，吸着分
離プロセス設計・開発・最適化と支援ツール講習会資料 , pp.1-3，2014.4.30 
1) Y. Nakayama, E. Furuya, N. Sonetak, Y. Seida
Determination of Intraparticle diffusion coefficients from concentration decay 
curve with the aide of analytical solution, 10th International Symposium on the 
Characterization of Porous Solids/COPS-X, Granada, Spain, May 11-14(2014) 
2) 曽根高則義，清田佳美，中山豊，古谷英二，濃度減衰曲線法を用いた簡便な決定法，
化学工学会第 79 年会講演要旨集，2014-3-18-20，岐阜大学
3) 河北孝，清田佳美，大金千帆，古谷英二，完全混合槽吸着装置を用いた樹脂吸着
剤粒子内拡散係数の決定法，分離技術会年会 2014 研究発表講演要旨，名古屋大学，
2014.5.30-31　 
4) 清田佳美，中野義夫，ゲル構造体を集積反応場・分離場とするプロセスの高度化，分
離技術会年会 2014 研究発表講演要旨，名古屋大学，2014.5.30-31
5) 北村衣里，清田佳美，徳山英昭，高分子ゲル複合 QCM センサの開発，分離技術会年
会 2014 研究発表講演要旨，名古屋大学，2014.5.30-31
6) Yoshimi Seida, Viscoelastic characterization of soft material using QCM-A, IUMRS-
ICA2014( International Union of Materials Research Societies- The IUMRS 
2.　学会発表
1.　論文・著書
2.　学会発表
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International Conference in Asia 2014)、Symposium : B-5 : Advanced Study in 
Science and Technology for Soft Matter, Abstract, B5-P26-011, 2014.8.25-29, Fukuoka 
Univ., Fukuoka, Hakata.
7) 清田佳美，PVA の反復凍結ゲル化過程の構造形成と力学特性，化学工学会第 46 回秋
季大会，九州大学，2014.9.17-19，福岡
8) 北村 衣里，清田 佳美，徳山 英昭，高分子ゲル複合 QCM センサによる金イオンセン
シング，化学工学会第 46 回秋季大会，九州大学，2014.9.17-19，福岡
9) 清田佳美，小川光輝，浅野達也，多孔質 PVA ハイドロゲルの細孔形成における水構造
– 力学特性相関 , 第 28 回日本吸着学会研究発表会 ( 北海道大学フロンティア応用科学
研究棟），p-05 , p53（2014，10.23-24），札幌
10) Yoshimi Seida, Synthesis and characterization of ionic polymer-Fe ion complex gels 
and their phosphate adsorption, 10th International Conference on Separation Science 
and Technology (ICSST14) ,BP-05(pdf 版 , pp.1-2), Nara, Japan, 30 October 〜 1 
November, 2014
11) Yoshimi Seida, Rheological and Thermal Analyses of Structure Formation in Poval 
Solution during its Freezingthawing Gellation Process, Polymer Network and Gel, 
Abstract, P18c, p113, Tokyo, 204,11,10,14, presentation 11.11.
1) 清田佳美，シンポジウム M ソフトマテリアル―ゲルの構造・物性が生みだす場・機
能とそのデザイン―第 23 回日本 MRS 年次大会開催報告 , MRS-J NEWS Vol.26 No.1 
February, P4，2014
2) 清田佳美，9．放射性廃棄物のゆくえ　―世代を超える ? 将来問題―，現代社会経済入
門テキスト H26 年版，P60-63，2014
3) Trans Mat Res Soc., Vol.39, No.3 (2014) Editor
室山泰之（2014）
1) サル目 ( 霊長類目 ). 「小学館の図鑑　NEO　動物（新版）」.　東京 : 小学館 , pp. 40-57, 
2013 ( 分担執筆 ) . 
1) 首輪型小型ビデオ・スキャニングシステムを用いたツキノワグマの生態解明 . 日本哺
乳類学会 2014 年度大会 (2014 年 9 月 20-23 日 ). 相模原 , ( 森光由樹・藤木大介・室山
泰之 )
2)  東洋大学川越キャンパス「こもれびの森」における中大型土壌動物相－予備的報告．
東洋大学自然科学セミナー (2014 年 12 月 19 日 )
3.　その他
1.　著書
2.　学会発表
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1) ＮＨＫ「クローズアップ現代」　コメント　2014 年 5 月 15 日放映．
2) 平成 26 年度福井県特定鳥獣保護管理計画（ニホンザル）ワーキング . 「平成 25 年度農
作物獣害防止対策支援事業現地検討会」（2014 年 7 月 7 日，福井市，福井県）
3)  ニホンザルの生態と被害対策について「平成２６年度第１回ニホンザル被害防止対策
研修会」（2014 年 9 月 3 日，徳島県庁 11 階講堂、徳島県）
4) 神石高原町住民と野生鳥獣との共生を探る！（2014 年 11 月 17 日，神石高原町，神石
高原町自治振興連絡協議会）
1)  環境省希少野生動植物保存推進員
2)  環境省鳥獣保護管理プランナー
3)  農林水産省農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー
4)  農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業研究課題評価分科会委員
5)  箕面山ニホンザル保護管理委員会委員
6)  福井県特定鳥獣保護管理計画策定委員（座長）
鈴木孝弘（2014）
1) 鈴木孝弘，新しい環境科学：環境問題の基礎知識をマスターする（改訂 2 版），駿河台
出版社，2014 年 9 月（日本図書館協会選定図書）．
2) 鈴木孝弘，新しい物質の科学：身のまわりを化学する（改訂 2 版），オーム社，2014 年 9 月．
3) 鈴木孝弘，高校数学からはじめる　やさしい経済数学テキスト，オーム社，2014 年 10 月．
4) サポートベクターマシンを用いた世界各国の幸福度決定要因の実証分析 , 経済分析 , 
188 号 ,44-67, 2014（田辺和俊 , 鈴木孝弘）．
5) Correlations of limiting oxygen index with structural polyphosphoester features by 
QSPR approaches, Structural Chemistry, 25, 1847-1863, 2014 (Simona Funar-Timofei, 
Smaranda Iliescu, Takahiro Suzuki).
6) 非線形回帰分析による世界各国の貧困の決定要因の解析，海外社会保障研究，No.189，
56-65，2014（田辺和俊、鈴木孝弘）．
7) サポートベクターマシンを用いた世界各国の平均寿命の実証分析 , 厚生の指標，61 巻
13 号，23-30，2014（田辺和俊、鈴木孝弘）．
8) 世界各国の寿命の原因解明―非線形解析による社会的決定要因の分析、東洋大学紀要
　自然科学篇， 58， 67 － 81，2014（鈴木孝弘，田辺和俊）．
9) QSAR modeling of N3-substituted imidacloprid insecticides used against the housefly 
Musca domestica, 東洋大学紀要　自然科学篇 , 58, 83-95, 2014 (Takahiro Suzuki, A. 
3.　一般講演・その他
4.　社会的活動
1.　論文・著書
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Sorin, A. Borota, S. Funar-Timofei).
10) 貧困率および所得分布に基づく世界各国の貧困状態の検証、現代社会研究（東洋大学
現代社会総合研究所）， 11 号 , 45-54, 2014 （鈴木孝弘 , 田辺和俊）．
11) 公表の集計データからの日本の貧困率の試算，東洋大学現代社会総合研究所ワーキン
グペーパー， No. 1302，2014（鈴木孝弘 , 田辺和俊）
1）鈴木孝弘、“ 長寿の決定要因は？ ”、放送大学渋谷学習センター「渋谷２４６セミナー」
講演、2014 年 10 月 12 日 .
手塚洋一（2014）
1) SU(3) ベクトル代数とクォーク間有効相互作用 .  東洋大学紀要 自然科学篇 第 58 号 : 
97 － 107
1) BEH 機構と LHC の実験 .  第６回自然科学セミナー 5 月 30 日
米山忠興（2014）
1) 和算と算額補遺（２）―正五角形（法眼寺算額）―
Japanese Historical Mathematics and its Dedicated Tablets
― Supplement(2)Regular Pentagons ―　　
2014、東洋大学紀要自然科学篇、第 58 号、pp.109-122.
2) 和算と算額補遺（３）―高砂神社奉納算額 第二― 
Japanese Historical Mathematics and its Dedicated Tablets
―	Supplement(3)The Second Mathematical Tablet Dedicated to 
Takasago Shrine ―	
2015、東洋大学紀要自然科学篇、第 59 号、（2015 年 3 月刊行予定）
1) 算額の奉納：高砂神社奉納算額　第二、
2014 年 2 月、兵庫県高砂神社
2.　講演
1.　論文・著書
2.　口頭発表
1.　論文・著書
2.　その他
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昭和 19 年（1944）8 月 10 日　山梨県にて出生
昭和 26 年（1951）4 月　茨城県龍ヶ崎市・龍ヶ崎小学校入学
昭和 30 年（1955）9 月　東京都世田谷区・経堂小学校へ転校
昭和 32 年（1957）4 月　東京都世田谷区・緑が丘中学校入学
昭和 35 年（1960）4 月　東京都立戸山高等学校入学
昭和 38 年（1963）3 月　　同　卒業
昭和 38 年（1963）4 月　東京大学教養学部理科二類入学
昭和 40 年（1965）4 月　東京大学理学部物理学科天文学コース進学
昭和 42 年（1967）3 月　　同　卒業
昭和 42 年（1967）4 月　東京大学大学院理学系天文学修士課程入学
昭和 44 年（1969）3 月　　同　修了
昭和 44 年（1969）4 月　東京大学大学院理学系天文学博士課程進学
昭和 47 年（1972）3 月　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位修得
退職者経歴資料集（13）　米山忠興教授
東洋大学自然科学研究室編
1.　略歴
Biographical notes and biography of the retired members (13)
Prof. Tadaoki YONEYAMA
Nat. Sci. Lab. Toyo. Univ.
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昭和 48 年（1973）　3 月　学位取得（理学博士）
昭和 48 年（1973）　4 月　日本学術振興会奨励研究員
昭和 49 年（1974）　4 月　東京大学理学部研究生（昭和 50 年 3 月まで）
昭和 50 年（1975）　4 月　國學院大学兼任講師（自然科学概論担当・昭和 60 年 3 月まで）
昭和 52 年（1977）　4 月　東洋大学兼任講師（教養課程・天文学担当）
昭和 54 年（1979）10 月　東京大学教養学部非常勤講師（地学のうち天文学担当・昭和 58
年 3 月まで）
昭和 56 年（1981）　4 月　東洋大学文学部助教授（教養課程）
昭和 56 年（1981）　4 月　放送大学非常勤講師（面接授業・宇宙地球科学担当）
（以来、放送大学では「宇宙科学」、「天文学とその周辺」、「宇
宙の大きさと恒星の一生」、「数学に親しむ―和算を中心にして」
などを担当、平成 24 年 3 月まで。）　
昭和 63 年（1988）　4 月　東洋大学文学部教授
平成 2 年（1990）　4 月　埼玉大学教養部非常勤講師（天文学担当・平成 18 年頃まで）
平成 3 年（1991）　4 月　慶応大学非常勤講師（天文学担当・平成 5 年 3 月まで）
平成 27 年（2015）　3 月　東洋大学定年退職
［天体物理学・論文リスト］	
＃ On the Fragmentation of a Contracting Hydrogen Cloud in an Expanding Universe,
（膨張宇宙における収縮する水素ガス雲の分裂について）Publications of Astronomical 
Society of Japan, 24,87,1972.
＃ Thermal Instability in Reacting Gas, （反 応 ガ ス の 熱 不 安 定 性）Publ. Astron. Soc. 
Japan, 25,349,1973.
＃ Approach to Thermal Equilibrium in a Contracting Pure Hydrogen Cloud, （収縮する
水素ガス雲の熱平衡へのアプローチ）Publ. Astron. Soc. Japan, 28,61,1976 ( Y.Nakada 
& T.Yoneyama ) .
＃ Energy Balance in Turburent Molecular Clouds, （乱流分子雲のエネルギー･バランス）
Journal of the Toyo University, General Education (Natural Science), vol.22, pp.1-17, 
1979 (T.Yoneyama, S.deguchi & Y.Fukui) .
＃ Line Formation Problem in Molecular Clouds,（分子雲中でのスペクトル線形成の問
題），（昭和 53 年度科研費総研Ｂ）宇宙電波懇談会八王子シンポジウム「星の生成―
星間ガスから星の生成まで」(1979.2.5 ～ 7),　pp.40-42, 1979, (S.DeguChi, Y.Fukui & 
T.Yoneyama) .
＃ Discussion of the Existence of the Globular Clusters as the Sub-systems of Our 
Galaxy,（銀河系の中間階層としての球状星団の存在に関する検討） Journal of the 
Toyo University, General Education (Natural　Science), vol.24, pp.1-3, 1981 ．
＃ 重力不安定性　1981、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）第 24 号、pp.5-18.
2.　論文
178
＃ 重力収縮するガス雲の分裂における冷却の効果　1981、東洋大学紀要教養課程篇（自
然科学）第 24 号、pp.19-32 ．
＃ ガス雲の等温収縮分裂　1981、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）第 24 号、pp.33-
38 ．
＃ 球状星団の起源、1982、星間物質シンポジウム―銀河の進化と星間物質の役割（科研
費総研Ｂ 56306004、総研Ａ 00434009 報告）(1981.12.1 ～ 3)、pp.102-104 ．
＃ ガス雲の重力収縮と球状星団の起源、1985、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）第
28 号、pp.1-12 ．
＃ Ｃｙｇ　Ｘ－１の時間変動の解析　1985、宇宙圏シンポジウム pp.54-55、（共著：正木・
海野・浦田・近藤）
＃ Ｘ線星のデータ解析とカオス　1985、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）第 29 号、
pp.21-68.
＃ 天体カオスの解析　1985、「太陽及び恒星における振動波動現象」研究会収録、
pp.146-154.　（共著者：正木・海野・浦田・近藤）。
＃ Ｃｙｇ Ｘ－１の時間変動の解析Ⅱ、1986、宇宙圏シンポジウム　pp.32-33、（共著：浦田・
正木・近藤・海野）．
＃ Ｃｙｇ Ｘ－１の解析Ⅰ－ データの平滑化とフラクタル次元、1987、東洋大学紀要教養
課程篇（自然科学）第 31 号、pp.1-78.
＃ 極運動のカオス、1987、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）第 31 号、pp.79-101。
＃ 極運動のフラクタル次元　1987、経緯度研究会収録、pp.90-96、（共著：正木・浦田・近藤・
海野）．
＃ Ｃｙｇ Ｘ－１の解析Ⅱ．ノイズの影響とフラクタル次元　1988、東洋大学紀要教養課
程篇（自然科学）第 32 号、pp.33-53.
＃ 極運動のカオスⅡ．フラクタル次元　1988、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）第
32 号、pp.55-68.
＃ Is Cyg X-1 a Chaotic Dynamical System ? ,（はくちょう座Ｘ - １はカオス的な力学系
か？）Publ.Astron.Soc.Japan,42,269,1990, (W.Unno, T.Yoneyama, K.Urata, I.Masaki, 
M.Kondo and H.Inoue)．
＃ 原始銀河ガスの重力収縮と球状星団の形成について、1994、東洋大学紀要教養課程篇（自
然科学）第 38 号、pp.19-27．
［和算	論文リスト］  （共著者名のないものは、すべて単著）
＃ 算額（その１）、1995、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）第 39 号、pp.13-27． 
Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (1)
＃ 算額（その２）―円と菱形の問題―、1996、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）第 40 号、
pp.49-61．Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (2)
＃ 算額（その３）―最上徳内（愛宕神社）―、1997、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）
第 41 号、pp.81-94．Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (3)、（米山忠興・
大場與志男）
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＃ 算額（その４）―反転法―、1999、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）第 43 号、
pp.21-31．Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (4)　― Circular Inversion 
―
＃ 算額 (Historical Japanese Geometry on Votive Tablets) (Poster Paper) 第３回東洋天
文学史国際会議収録 (Proceeding of the Third International Conference on Oriental 
Astronomy held at Fukuoka, (1998.10.27 ～ 29) pp.263-270，(Published in 2000)
＃ 算額（その５）―反転法つづき―、2000、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）、第 44 号、
pp.31-46．Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (5) ― Circular Inversion 
(Continued) ―
＃ 算額（その６）―鉤股中三円図―、2000、東洋大学紀要教養課程篇（自然科学）、第 44 号、
pp.47-69．Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (6) ― Three Inscribed 
Circles in a Rectangular Triangle ―
＃ 算額（その７）―高砂神社への算額奉納―、2001、東洋大学紀要自然科学篇 第 45
号、pp.103-111．Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (7) ― Dedication of 
Mathematical Tablet to Takasago Shrine ―
＃ 算額（その８）―高砂神社奉納算額第三問―、2002、東洋大学紀要自然科学篇 第 46
号、pp.21-31．Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (8) ― Problem No.3 
Dedicated to the Takasago Shrine ―
＃ 算額（その９）―木島平・天然寺―、2003、東洋大学紀要自然科学篇 第 47 号、
pp.49-59．Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (9) ― Tennenji Temple at 
Kijimadaira ―
＃ 側円術Ⅰ ―楕円の外接円・内接円公式―、2003、東洋大学紀要自然科学篇 第 47
号、pp.61-72．Ellipse in Japanese Historical Mathematics Ⅰ . ― Technique and 
Formulae of Circumscribed or Inscribed Circle of Ellipse ―
＃ 算額（その１０）―粒座天照神社―、2004、東洋大学紀要自然科学篇 第 48 号、pp.75-
85．Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (10) ― Ryuza Shrine ―
＃ 側円術Ⅱ ―側円公式の例題・応用―、2004、東洋大学紀要自然科学篇 第 48 号、
pp.87-97．Ellipse in Japanese Historical Mathematics Ⅱ . ― Applications of Elliptic 
Formulae ―
＃ 和算と和製漢文、2004、白山中国学 通巻 11 号、pp.(1)-(18)
＃ 等円術Ⅰ ―鉤股中等円術―、2005、東洋大学紀要自然科学篇 第 49 号、pp.87-110． 
Equi-radial Circles in Segmental Triangles Ⅰ . ― Rectangular Triangle ―
＃ 算額（その１１）―郡上八幡神社―、2006、東洋大学紀要自然科学篇 第 50 号、pp.89-
106. Historical Japanese Geometry on Votive Tablets (11) ― Gujo-Hachiman Shrine 
― 
＃ 等円術Ⅱ ―三斜等円術（一般公式）―、2006、東洋大学紀要自然科学篇 第 50 号、
pp.107-121. Equi-radial Circles in Segmental Triangles Ⅱ . ― Oblique Triangles ( 
General Formula ) ―
＃ 和算と算額 ―最近の話題から―、2006、「天文学史研究会収録」、pp.148-159.
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＃ 側円術Ⅲ ―長立円―、2007、東洋大学紀要自然科学篇 第 51 号、pp.87-97．Ellipse in 
Japanese Historical Mathematics Ⅲ . ― Prolate Spheroid ―
＃ 兵庫の算額（その一）、2008、兵庫神祇 579 号、pp.21-34. （兵庫県神社庁）
＃ 算額（その１２）―方内交斜三円術 ―、（米山忠興・木下宙）、2008、東洋大学紀要自
然科学篇 第 52 号、pp.87-96. Historical Japanese Geometry on Votive Tablets(12) ― 
Three Circles and Two Oblique Lines in Square ―
＃ 側円術Ⅳ―『安子遺稿側円解二条 第一』の現代語直訳―、2008、東洋大学紀要自然科
学篇第 52 号、pp.97-116. Ellipse in Japanese Historical Mathematics Ⅳ . ― Literal 
Translation of "Ajima's Solution the 1st" into Current Style ―
＃ 兵庫の算額（その二）、2008、兵庫神祇 582 号、pp.17-34.　（兵庫県神社庁）
＃ 側円術Ⅴ ― 平行側円解 ―、2009、東洋大学紀要自然科学篇 第 53 号、pp.89-98. 
Ellipse in Japanese Historical Mathematics Ⅴ . ― Ellipse with parallel axis in 
Rectangle and small circle ―
＃ 兵庫の算額（その三）、2009、兵庫神祇 583 号、pp.12-30. （兵庫県神社庁）
＃ 月と暦（その一）、2009、兵庫神祇 584 号、pp.12-31.（兵庫県神社庁）
＃ 等円術Ⅲ―松山の算額（伊佐爾波神社・太山寺）―、2010、東洋大学紀要自然科学篇
第 54 号、pp.87-98. Equi-radial Circles in Segmental Triangles Ⅲ . ― Mathematical 
Tablets Dedicated to Isaniwa Shrine and Taisanji Temple in Matsuyama ―
＃ 月と暦（その二）、2010、兵庫神祇 585 号、pp.37-57.　（兵庫県神社庁）
＃ 月と暦（その三）、2010、兵庫神祇 586 号、pp.22-40.　（兵庫県神社庁）
＃ 側円術Ⅵ―安子遺稿側円解二条 第二―、2011、東洋大学紀要自然科学篇 第 55 号、
pp.151-161. Ellipse in Japanese Historical Mathematics Ⅵ . ― “ Ajima’s Solution the 
２nd “ ―
＃ 側円術Ⅶ― 等側円 ―、2012．東洋大学紀要自然科学篇 第 56 号、pp.129-139. Ellipse 
in Japanese Historical Mathematics Ⅶ . ― Equal Ellipses Inscribed in Segmental 
Triangles  ―
＃ 和 算 と 算 額 補 遺（ １）―傍 斜 術―、2013． 東 洋 大 学 紀 要 自 然 科 学 篇 第 57 号。
Japanese Historical Mathematics and its Dedicated Tablets ― Supplement(1) 
Technique of Oblique Tangential Lines ―　
＃ 和算と算額補遺（２) ―正五角形（法眼寺算額）―、2014、東洋大学紀要自然科
学 篇 第 58 号、Japanese Historical Mathematics and its Dedicated Tablets ― 
Supplement(2) Regular Pentagons ―
＃ 和算と算額補遺（３）―高砂神社奉納算額 第二―、（2015.3 刊行予定）．東洋大学紀要
自然科学篇 第 59 号。Japanese Historical Mathematics and its Dedicated Tablets 
　	― Supplement(3) The Second Mathematical Tablet Dedicated to Takasago Shrine ― 
＃ 重力収縮するガス雲の fragmentation について、1969 年 5 月、日本天文学会
3.　口頭発表・講演
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＃ 解離平行にあるガスの熱不安定性、1972 年 5 月、日本天文学会
＃ Pure Hydrogen Cloud　の重力収縮、1975 年 10 月、日本天文学会   
＃ 星間分子雲中のエネルギー輸送と乱流．1978 年 10 月１２日～１４日，日本天文学会
昭和５３年秋季年会
＃ Line Formation Problem in Molecular Clouds, 1979 年 1 月，宇宙電波懇談会シンポジ
ウム、（出口修至・福井康雄と共同発表）
＃ 球状星団の起源、1981 年 12 月 1 日～ 3 日、星間物質シンポジウム．（於東北大学理学部）
＃ 非線形解析―ＢＳＦとＸ線データの解析、1984 年 8 月 4 日，野辺山ワークショップ（天
体カオスの解析），（於東京天文台野辺山宇宙電波観測施設）
＃ Ｘ線星の時間変動の解析，1984 年 10 月 18 日，日本天文学会昭和５９年秋季年会（海
野和三郎ほか５名と共同発表）　
＃ Ｃｙｇ Ｘ１の時間変動の解析Ⅰ，1985 年 3 月，昭和６０年度宇宙圏シンポジウム，（於
宇宙科学研究所）（浦田健二・正木　功・近藤正明・海野和三郎と共同発表）
＃ 天体カオスの解析、1985 年 8 月，「太陽及び恒星における震動・波動現象」研究会（海
野和三郎・浦田健二・正木　功・近藤正明と共同発表）
＃ Ｃｙｇ Ｘ１の時間変動の解析Ⅱ，1986 年 3 月，昭和６１年度宇宙圏シンポジウム，（於
宇宙科学研究所）（浦田健二・正木　功・近藤正明・海野和三郎と共同発表）
＃ 極運動のフラクタル次元．1986 年 12 月 23 日，経緯度研究会，（於東京大学総合図書館）
（正木　功・浦田健二・近藤正明・海野和三郎と共同発表）
＃ Ｃｙｇ Ｘ１のカオス解析．1987 年 10 月 20 日，日本天文学会昭和６２年秋季年会（於
北海道大学学術交流会館）（浦田健二・正木　功・近藤正明・海野和三郎・井上　一と
共同発表）
＃ 天体のカオス．国立天文台水沢第３回研究談話会（於同所会議室），1988 年 9 月 20 日，
（浦田健二と共同発表）
＃ 「宇宙の科学」―恒星の一生と膨張宇宙（１～１０回）．埼玉県民カレッジ，於埼玉県
民総合活動センター（伊奈町）1996 年 9/28;10/12,19;11/2,9,16,30;12/7. 
＃ 算額 (Historical Japanese Geometry on Votive Tablets) ，第３回東洋天文学史国際会
議 (the Third International Conference on Oriental Astronomy 1998.10.27 ～ 29（ポ
スター），於福岡アクロス（福岡市）
＃ 「算額の研究」，談天の会研究報告Ｈ１３．４．１４．（土），於国立天文台会議室
＃ 楕円の外接円公式について．談天の会研究報告，平成 14 年 7 月 13 日（土），於上野
科学博物館特別会議室
＃ 「和算と算額について（側円術・粒座神社）」，談天の会研究報告，平成 16 年 7 月 3 日（土），
於国立天文台講義室
＃ 和算と和製漢文」，東洋大学中国学会 口頭発表，平成 16 年 7 月 10 日（土），於東洋大
学白山１５０２Ｒ
＃ 「和算と算額―最近の話題から」「天文学史研究会」（平成 18 年 1 月 12 日，於国立天
文台コスモス会館会議室）
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＃ 『教養のための天文学講義』1998（Ｈ．10．5．30）発行（丸善）ｐ．220 ＋ viii 　　
＃ 『空と月と暦』2006（Ｈ 18．1．30）発行（丸善）ｐ．127 ＋ viii
＃ 『和算の解法』（自家版）2010（Ｈ 22．4．）発行ｐ．172 ＋ 4 ＋ 2．
＃ 『和算の解法』2012（Ｈ 24．12．1）発行（開成出版）（東洋大学・井上円了記念刊行助成）
ｐ．184 ＋ vii．
［翻訳］
＃ 「宇宙論」（オックスフォード 物理学シリーズ 15）（丸善），1980，pp.1-160　（Ｍ . Ｒ . ロ
ビンソン著：Cosmology），（小尾、米山、江里口　共訳）．
＃  「初期の宇宙を探る」（バロー＆シルク著），サイエンス，10(6):70 ～ 81, (1980),（小尾
信爾・江里口良治と共訳）
＃ 「暗黒星雲からブラックホールへ」1990，（丸善），xiii ＋ 1 ～ 192．（丸善フロンティア 
サイエンス シリーズ 29）（Ｊ . Ｖ . ナーリカー著：From Black Clouds to Black Holes），
（米山、浦田）．
＃ ［書評］「100 億年を翔ける宇宙」（加藤万里子著、恒星社厚生閣），パリティ 2（1），78
～ 79
＃ 生命と物理・化学（座談会記録），「ゲノム」（生命誌記念館サロン・リポート），1（2）：
１～ 24（海野和三郎ほか 10 名），1994 年、生命誌研究館 サロン・リポート「ゲノム」，
vol.1,No.2（討論会）
＃ 分子から見た生命の起源（討論会リポート），1994 年、「ゲノム」（生命誌記念館），１
（３）：17．
＃ あの白髪の先生を迎え送って「天文屋石田五郎さんを偲ぶ」：198 ～ 201（同刊行会）
1994 年．
＃ 生命から脳へ「脳はオプションか―天文学の立場から」1995 年 6 月，生命誌研究館サ
ロン・リポート「ゲノム」（共著）vol.1, No.3, pp.12-13 & p.17.
＃ 「神社へ算額を奉納して―芸や道になった算術」，
　　神社新報平成 13 年 4 月 2 日号（2001 年）
＃ 「自然科学と宗教のあいだで」「かしはら」（橿原神社庁），（2010 年）第 156 号（H22.1.1. 発
行），pp.(3)-(4)
       
［算額の奉納］
＃ 高砂神社奉納算額　第一（2000．12．）平成 12（2000）年１２月には、それまでの算
額と和算の研究成果として、また算額奉納の存続・復活を願って和算家風の問題を作り、
その問題文と術文を漢文で表現し、かつ算額を試作し、さらに教育的活用を図るため
4.　著書
5.　その他
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に兵庫県高砂市の高砂神社に奉納・掲額した。
＃ 高砂神社奉納算額　第二（2014．02．）平成 26（2014）年 2 月にも、2 枚目の算額を、
前と同じく高砂神社・宮司の小松守道氏の協力を得て、同神社に奉納した。
［科研費］　科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）（一般）
☆ 1985（昭和 60）年度 
　 研究課題「天体におけるカオスとその検出」
　 研究代表者：米山　忠興、　　研究経費：60 万円。
☆ 地球回転データの物理的解釈．1986 年度文部省科学研究費補助金・総合研究（Ａ）（研
究代表者：岡本　功）の研究分担
☆ 1987 年度　同上　（継続）　
☆ 1998 ～ 2000（平成 10 ～ 12）年度
　 研究課題「算額の数学史・文化史的な調査・研究とその科学教育への活用について」　
　 研究代表者：米山　忠興、研究経費：60 ＋ 50 ＋ 50 ＝ 160 万円。
☆ 2003 ～ 2005（平成 15 ～ 17）年度
　 研究課題「算額及び和算の数学史・文化史的な調査・研究と解法の探究」
　 研究代表者：米山　忠興、　研究経費：90 ＋ 50 ＋ 50 ＝ 190 万円。
☆ 2012 － 2014（平成 24 ～ 26）年度（基金）
　 研究課題『和算と算額の数学史・文化史的な調査・研究と解法の探求、及びその数学
教育への活用』
　 研究代表者：米山　忠興、　研究経費：80 ＋ 60 ＋ 50 ＝ 190 万円。
［科研費報告書（Ａ４判冊子体）］
＃ 「算額の数学史・文化史的な調査・研究とその科学教育への活用について」，
　 研究課題番号：10680007，平成 10 年度～平成 12 年度
　 （文部科学省）学術振興会・科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）（2）
　 研究成果報告書，134（＋ 2）ページ．（Ｈ 13 年 3 月）
＃ 「算額及び和算の数学史・文化史的な調査・研究と解法の探究」，
　 研究課題番号：15500660，
　 平成 15 年度～平成 17 年度（文部科学省）学術振興会・科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）
（2）研究成果報告書，173（＋ 26）ページ．
　 （Ｈ 18 年 2 月）
＃ 「和算と算額の数学史・文化史的な調査・研究と解法の探求、及びその数学教育への活用」
　 研究課題番号：24501064，平成 24 年度～平成 26 年度
　 （文部科学省）学術振興会・科学研究費基金・基盤研究（Ｃ）（2）
　 研究成果報告書，（Ｈ 25 年 3 月） 
6.　科研費・特別研究
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［特別研究費］
＃ ガス雲の重力収縮と球状星団の起源、東洋大学昭和５６年度特別研究
　 （自由課題）報告書：1 ～ 22，(1982)
＃ 宇宙における銀河と球状星団の起源及び地球回転とそれによる磁場の成因
　 について、―球状星団の起源について―、東洋大学昭和５７年度特別研究（自由課題）
報告書：75 ～ 90，(1983)
＃ 自然界におけるカオス現象の解析に関する研究、とくに天体現象と生命現象における
カオスを中心に、東洋大学昭和６３年度特別研究（自由課題）
　 報告書：15 ～ 41，(1989) 、（山岡景行と共著）
☆ 銀河の進化と球状星団の起源及び天体カオスの解析、
　 1989 年度東洋大学国内特別研究 ．
＃ 銀河の進化と球状星団の起源及び天体カオスの解析、1991 年
　 東洋大学平成元（1989）年度国内特別研究報告書　ｐ．367．
＃ 「自然界の物質・生命・天体の各レベルにおける非線型現象の統一的解釈」
　 報告書、1993 年（手塚・山岡共著）
　　1992 年度東洋大学・特別研究自由課題研究成果報告書ｐｐ．31-34
＃ 天体・生命・原子核における不安定現象の統一的解釈（手塚・山岡共著）1994 年
　　1993 年度東洋大学・特別研究自由課題研究成果報告書ｐｐ．19-21.
＃ 自然界の各階層における不安定性とその構造の形成・機能に関する研究 1995 年（手塚・
山岡 共著） 
　　1994 年度東洋大学・特別研究自由課題研究成果報告書ｐｐ．117-120.
［和算関係］東洋大学特別研究（個人研究）（報告書は省略）
　　　　　　　　　　　　　　　　（2001―2003, 2006―2008, 2010-2011）
☆ 平成 13（2001）年度「算額の数学史・文化史的な調査・研究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究経費 110 万円）
☆ 平成 14（2002）年度「和算と算額の研究」（研究経費 47.5 万円）
☆ 平成 15（2003）年度「算額・和算の調査と解法の探究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究経費 89 万円）
☆ 平成 18（2006）年度「算額の研究」（研究経費 93.8 万円）
☆ 平成 19（2007）年度「和算と算額の研究」（研究経費　92.8 万円）
☆ 平成 20（2008）年度「和算と算額の資料の調査・研究と解法の探究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究経費　58.5 万円）
☆ 平成 22（2010）年度「和算と算額の資料の調査・研究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究経費　97.1 万円）
☆ 平成 23（2011）年度「和算の調査・研究と解法の探究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究経費 102.0 万円）．
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１．担当科目：天文学・物理学実験講義・自然科学概論・天文学実習講義・自然科学演習
２．旧・教養課程・自然科学分野・主任を 2 年くらい、
　　大綱化のあと、自然科学委員会の委員長を 1 年× 2 回くらい。
　　嫌々ながら引き受けていたためか、私の記憶・手帳では、定かではない。
３．学生の課外活動の支援：
　　1981 年（頃）～ ：囲碁研究会・顧問．
　　1986 年 10 月～ ：二部合気道部・部長．
　　2000 年（頃）～ ：天文サークル・シリウス・顧問．
　　2001 年 4 月～ ：一部合気道部・部長
４．入試出題：1995 年（頃）から 2002 年の国内特別研究の年度を除いて毎年。
５．学外の入試関係：
　　1992 年 4 月～ 1994 年 2 月：大学入試センター・地学分野・作題部会委員。
　　2001 年 10 月～ 2011 年 9 月：大学入試センター・第二委員会委員。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2010 年～ 2011 年は、部会長）
６．教員組合関係：
　　教員組合の組合員だった期間：38 年＝ 72 期のうち、執行委員を 6 期も務めた。
　　27 期（1980 ／ 4 ～ 1980 ／ 9）副委員長
　　49 期（1991 ／ 4 ～ 1991 ／ 9）書記長
　　67 期（2000 ／４～ 2000 ／ 9）書記長
　　68 期（2000 ／ 10 ～ 2001 ／ 3）委員長
　　88 期（2010 ／ 10 ～ 2011 ／ 3）委員長
　　89 期（2011 ／ 4 ～ 2011 ／ 9）委員長．
7.　大学内外での役割
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